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線分に向きをつけたものを有向線分という。有向線分ABにおいて、A をその始点、B をその

終点といい、その向きはA からBへ向かう向きとする。また、線分ABの長さを有向線分AB
の大きさという。

線分 ABと線分 BAは同じ線分だが、有向線分ABと有向線分 BAは向きが異なるので、異な

る有向線分である。

有向線分の位置の違いを無視して、その向きと大きさだけに着目したものをベクトルという。

有向線分 ABを平行移動して有向線分CDと重ね合わせることができるとき、有向線分 ABと

有向線分CDは位置が異なるので異なる有向線分であるが、ベクトル ABとベクトルCDは同

じベクトルである。ベクトルは向きと大きさを持つ量である。有向線分 ABで表されるベクト

ル、すなわちベクトル ABについて、その向きは有向線分 ABの向きとし、大きさは有向線分

ABの大きさとする。つまり、ベクトル ABの向きは A から Bへ向かう向き、大きさは線分 AB
の長さである。
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